鎌倉市自治基本条例策定市民会議第１０回幹事会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１９年１２月１１日（金）　午後1時３０分～３時４５分

	場　　所　　　　　　　市役所　８０２会議室

	出席者：狩谷、郡司、小泉、幸道、宅見、橋爪、山村、
欠席者：三嶋
議事進行担当：幹事長　宅見

事務局：無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会 議 の 概 要
○１２月以降のスケジュールについて

▶検討資料：自治基本条例策定市民会議の今後の予定（宅見幹事長作成）→修正版を１２月１８日に配布
・１２月１８日の全体会はグループ討議を行う。

・２月６日は素案大綱案の提案を行う。
・１月２１日の全体会は総務省「地方分権推進改革委員会中間的なまとめ」についての学習会を行う。講師は未定。
・第３次支援部会対話交流は０８年４月以降に開始、期間は未定。

▶検討資料：状況判断並びに今後の市民会議の進め方に関する提案（橋爪代表作成）
・議会との交流には策定委員会以外の会員にも参加してもらいたい。→内容など議会と未調整。
・「市民討議たたき台」の落ちているテーマをどう拾い上げるか。→グループ討議で確かめる。
小泉策定部会長

・たたき台のテーマ（カード式）は差し替えができる、グループ討議を活性化して欲しい。
・２月６日は素案大綱案のていねいな説明を行う。

・現在のたたき台には「市民が主役」であることが盛り込まれている。

まとめ
①前文については各グループから１２月２５日に策定委員会へ提出する。

②２６日の合同委員会には班討議で明確にされた修正たたき台を持ち寄る。
③２月６日の全体会では素案大綱案のていねいな説明を行う。

④第３期グループ討議は、素案大綱の集約と条例文の討議を行う。
○合意形成について

　・素案大綱案解説と討議の経過に少数意見も書き込む。

　・グループ内の妥協点を見出して欲しい。

　・素案大綱(たたき台)の議会、行政との交渉窓口を幹事会とする。

○たたき台のホームページ掲載について

　・市民討議たたき台４６ページを掲載する。

　・市民との対話交流が進んでいることを宣伝する。

　▶印刷について

　・三鷹市一條さんのレスポンスについては、制限時間を伝えて印刷に入る。

○ニューズレター次号について
　・次号企画は、PI（対話交流）の浸透度を掲載する。

　

○市民オンブズマンからの公開質問状について

　・他の市民活動チームと同様な扱いとし、策定委員会作業に反映させる。

○１２月１８日全体会議題について

　・スケジュール提案（１５分程度）とグループ討議（１時間４５分）とする。　　　　　以上


	特記事項

・次回の幹事会は、
平成２０年１月１６日（水）午前１０時～　８０１会議室


